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日
観
振
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
日

本
旅
行
業
協
会
）
が
手
を
結
び
、

二
つ
の
博
覧
会
を
統
合
し
て
初
開

催
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
の
評
価
は
。

　
山
口
　
非
常
に
画
期
的
で
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
１
５
１
の
国
・
地
域
が
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
国
内
は

都
道
府

県
か
ら
出
展
が
あ
っ
た
。
来
場
者

数
は
目
標
を
上
回
っ
て

万
７
千

人
に
達
し
た
。
観
光
庁
と
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
が
主
催
す
る
訪
日
旅
行
商
談

会
、
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
・
ト
ラ

ベ
ル
マ
ー
ト
も
同
時
に
開
催
さ

れ
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
、
訪

日
旅
行
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
旅

行
博
覧
会
が
実
現
し
た
。

　
久
保
　
海
外
バ
イ
ヤ
ー
が
い
ろ

い
ろ
な
出
展
ブ
ー
ス
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
相
乗
効
果
が
大

き
く
、
参
加
者
に
好
評
だ
っ
た
。


年
も
同
様
の
形
態
で
開
催
で
き

れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
の
課
題
の
一
つ
に
は
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
国
際
的
に
も
っ
と
有

名
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
を

象
徴
す
る
旅
行
博
覧
会
と
し
て
、

世
界
の
観
光
関
係
者
が
参
加
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
よ

う
に
。
そ
う
し
た
戦
略
を
持
っ
て

国
内
外
に
情
報
発
信
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
松
山
　
世
界
に
冠
た
る
ト
ラ
ベ

ル
フ
ェ
ア
に
す
る
に
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
が
大
事
。
観
光
に
関
わ

る
世
界
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
に
集
ま
っ
て
く
る
仕
掛

け
を
い
か
に
つ
く
る
か
。
ド
イ
ツ

の
Ｉ
Ｔ
Ｂ
ベ
ル
リ
ン
、
英
国
の
Ｗ

Ｔ
Ｍ
な
ど
の
世
界
的
な
旅
行
博

は
、
黙
っ
て
い
て
も
、
そ
う
し
た

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
参

加
す
る
。
そ
う
し
た
人
た
ち
に
は

人
を
集
め
る
力
が
あ
る
。

　
山
口
　
初
回
と
し
て
出
展
数
や

来
場
者
数
な
ど
は
満
足
で
き
る
も

の
だ
っ
た
と
思
う
が
、
課
題
に
つ

い
て
も
話
し
合
っ
た
。
ご
指
摘
の

通
り
、
海
外
か
ら
の
出
展
、
参
加

を
増
や
す
た
め
に
営
業
活
動
の
強

化
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
出

た
。
も
っ
と
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
こ
の
旅
行
博
覧
会
の
存
在

を
内
外
に
強
力
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。
改
善
を
重
ね
て
い
け
ば
、

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
旅
行
博
覧
会
に

な
る
。

　

２
０
１
５
年
の
観
光
業
界

の
展
望
は
。

　
久
保
　
新
年
号
の
企
画
な
の
で

直
観
的
に
思
う
こ
と
と
し
て
話
を

す
る
と
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

が
あ
る
一
定
の
水
準
に
達
す
る

と
、
そ
れ
が
１
３
０
０
万
人
な
の

か
、
１
５
０
０
万
人
な
の
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
日
本
の
観
光
は
大

き
く
動
き

出
す
。

　

ま
ず
始
め
に
２
０
１
４
年

を
振
り
返
っ
て
ほ
し
い
。
観
光
分

野
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
。

　
久
保
　
一
つ
目
に
は
、
観
光
立

国
推
進
閣
僚
会
議
が
６
月
に
「
観

光
立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４
」
を

策
定
し
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
前

の
年
に
策
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
改
定
し
た
も
の
で
、
ビ
ザ
（
査

証
）
の
緩
和
を
は
じ
め
各
種
の
観

光
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

総
理
（
安
倍
晋
三
首
相
）
の
観
光

へ
の
強
い
思
い
が
あ
り
、
閣
僚
会

議
で
は
総
理
自
ら
が
２
０
２
０
年

に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
２
千
万
人

を
目
指
す
と
い
う
発
言
が
あ
っ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
政
府
の
行
動

計
画
で
、
こ
れ
に
沿
っ
て
各
種
施

策
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
観
光
の

推
進
に
と
っ
て
は
心
強
い
。

　
二
つ
目
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
。
外

国
人
旅
行
者
数
は
（
鼎
談
開
催
の

時
点
で
）
年
間
１
３
０
０
万
人
前

後
を
予
想
し
て
い
る
。た
だ
単
に
、

外
国
人
旅
行
者
数
が
増
え
た
と
い

う
の
で
は
な
く
、
外
国
人
の
旅
行

消
費
の
拡
大
に
伴
い
、日
本
経
済
、

地
域
経
済
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
浸

透
し
た
。
観
光
業
界
で
も
国
内
観

光
に
対
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い

う
言
い
方
が
さ
れ
て
い
る
が
、
外

国
人
が
国
内
観
光
を
し
て
い
る
の

が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
旅

行
者
が
日
本
各
地
を
訪
れ
る
と
い

う
意
味
で
は
同
じ
で
区
分
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ぐ
ら
い
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
分
野
が
、
特

別
な
分
野
で
は
な
く
な
っ
て
き
た

と
感
じ
る
。

　
山
口
　
確
か
に
、
政
府
が
折
に

触
れ
て
観
光
に
言
及
す
る
よ
う
に

な
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
具
現
化
し
た
施
策
が
打
た

れ
、
そ
れ
が
効
果
を
表
し
た
年
だ

っ
た
。
そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
込
む
動
き
が
進

ん
だ
。
例
え
ば
、
訪
日
外
国
人
向

け
の
消
費
税
免
税
制
度
の
改
正
は

大
き
な
動
き
に
な
っ
た
。
外
国
人

の
消
費
を
呼
び
込
も
う
と
、
小
売

業
界
が
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
、

百
貨
店
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
小
売

業
が
免
税
対
応
に
取
り
組
ん
だ
。

銀
座
に
中
国
語
が
あ
ふ
れ
る
と
い

っ
た
よ
う
に
、
宿
泊
業
や
旅
行
業

と
い
っ
た
観
光
業
界
以
外
に
も
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
恩
恵
を
明
確
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
松
山
　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
、

年
に
初
め
て
１
千
万
人
に

到
達
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
官

民
を
問
わ
ず
観
光
業
界
が
心
を
一

つ
に
し
て
努
力
を
し
た
成
果
だ
っ

た
。

年
を
迎
え
た
時
点
で
は
、

再
び
１
千
万
人
を
割
り
込
む
レ
ベ

ル
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
地
固
め
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
が
、
政

府
、
地
方
、
産
業
界
の
一
体
感
も

あ
り
、

年
は
１
３
０
０
万
人
前

後
を
見
込
む
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。

　
訪
日
旅
行
の
好
調
要
因
に
は
、

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
や
円
安
傾
向

と
い
っ
た
市
場
環
境
、
ビ
ザ
緩
和

や
免
税
制
度
改
正
な
ど
の
政
府
の

施
策
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

な
ど
が
あ
る
。
特
に
ア
ジ
ア
の
国

々
は
中
間
層
が
拡
大
し
て
い
る
。

所
得
に
余
裕
が
で
き
れ
ば
、
海
外

旅
行
に
出
か
け
た
く
な
る
。
日
本

へ
の
関
心
、
あ
こ
が
れ
が
あ
る
と

こ
ろ
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
の
就
航
な
ど
が
追
い
風
に
な

っ
た
。

　
政
府
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
踏
ま
え
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
関
心
は
い
ま

だ
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
ま
っ

た
。
物
見
遊
山
と
見
ら
れ
が
ち
だ

っ
た
観
光
と
い
う
分
野
が
、
よ
う

や
く
重
要
な
産
業
だ
と
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
重
要
市

場
で
あ
る
中
国
、
韓
国
の
動
向
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

　
久
保
　
中
国
に
つ
い
て
は

年

の
後
半
か
ら
訪
日
客
数
が
回
復

し
、

年
に
入
っ
て
大
幅
に
伸
び

た
。
国
土
交
通
大
臣
も
６
月
に
続

い
て

月
に
訪
中
し
、
中
国
の
国

家
旅
游
局
長
と
会
談
し
て
観
光
交

流
の
強
化
に
つ
い
て
意
見
が
一
致

し
て
い
る
。
一
方
の
韓
国
は
４
月

に
客
船
の
事
故
が
あ
り
、
自
粛
ム

ー
ド
な
ど
で
難
し
い
状
況
だ
っ
た

が
、
夏
以
降
は
客
足
が
戻
っ
て
き

た
。

　
松
山
　
韓
国
に
関
し
て
は
、
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
主
催
で
観
光
交
流
拡
大

に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

月

に
東
京
で
開
い
た
。
韓
国
観
光
公

社
が
ソ
ウ
ル
で
開
い
た
同
様
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
受
け
て
開
催
し
た

も
の
だ
が
、
地
方
間
の
交
流
を
促

進
す
る
な
ど
、

年
の
日
韓
国
交

正
常
化

周
年
に
向
け
て
観
光
交

流
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
を

官
民
の
関
係
者
で
確
認
し
た
。

　
山
口
　
台
湾
か
ら
の
訪
日
も
好

調
だ
。
双
方
の
関
係
者
が
参
加
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
日
台
観

光
サ
ミ
ッ
ト
は
、

年
は
台
湾
の

屏
東
県
で
開
い
た
が
、

年
は
山

形
県
で
開
催
す
る
予
定
だ
。
こ
う

し
た
交
流
の
積
み
重
ね
が
大
き

い
。
中
韓
台
の
ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の

国
々
か
ら
の
訪
日
も
大
変
な
伸
び

だ
。
こ
れ
は
政
府
の
施
策
が
奏
功

し
た
典
型
で
、
ビ
ザ
緩
和
の
即
効

性
が
表
れ
て
い
る
。

　

日
本
人
の
国
内
旅
行
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

　
山
口
　
国
内
旅
行
も
全
体
と
し

て
は
堅
調
だ
っ
た
。
４
月
は
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
が
あ
っ
て
若
干

マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
が
、
旅
行
意
欲

は
高
く
、
シ
ニ
ア
層
や
女
性
層
の

需
要
が
底
堅
か
っ
た
。
旅
行
需
要

を
喚
起
す
る
よ
う
な
話
題
も
多
か

っ
た
。前
の
年
の
富
士
山
に
続
き
、

富
岡
製
糸
場
が
世
界
文
化
遺
産

に
、
和
食
に
続
き
、
和
紙
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
目
が
向
い
て
い
な

か
っ
た
地
域
資
源
が
登
録
を
機
に

大
き
な
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
や
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
の
新
施
設
の
開
業
も
話
題
に
な

っ
た
。
東
北
で
は
、
三
陸
鉄
道
の

全
面
復
旧
が
明
る
い
話
題
で
震
災

復
興
を
前
進
さ
せ
た
。
運
輸
の
分

野
に
つ
い
て
も
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
国
内

線
就
航
、
ク
ル
ー
ズ
旅
行
の
増
加

の
ほ
か
、
北
陸
新
幹
線
が
開
業
を

前
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
久
保
　
国
内
の
動
き
で
は
、
新

し
い
観
光
地
域
づ
く
り
も
実
を
結

び
つ
つ
あ
る
。
観
光
圏
整
備
法
に

基
づ
く
観
光
圏
に
関
し
て
は
、
地

元
の
関
係
者
が
熱
心
に
、
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
観
光
に
よ
る

地
域
活
性
化
の
重
要
性
が
増
す
中

で
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
る
。
周

遊
・
滞
在
型
の
エ
リ
ア
観
光
を
飛

躍
さ
せ
る
基
盤
と
し
て
、
観
光
庁

と
し
て
後
押
し
し
て
い
る
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
た
。
市
場
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
る
が
、

外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
観
光
へ
の
期

待
の
高
ま
り
な
ど
、
観
光
立
国
の
推
進
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い

る
。
年
始
に
あ
た
り
観
光
の
動
向
に
つ
い
て
、
観
光
庁
の
久
保
成

人
長
官
、日
本
観
光
振
興
協
会
の
山
口
範
雄
会
長（
味
の
素
会
長
）、

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
松
山
良
一
理
事
長
の
３
氏
に

語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
（
司
会
＝
編
集
長
・
内
井
高
弘
）


